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　　　　　　　　　緒　　　言1
　東西の食文化を構成する個々の伝統的な食ぺ物につ
いては，バタバタ茶n，いずし・なれずし2｝，年取り魚
と昆布巻3）について前報において詳しく，納豆，雑煮
餅，菊の花，味噌，節句団子，枝豆などについては日
本食生活文化財団・食生活文化調査研究報告集4）S）にお
いて概略的に報告した。
　本報にては，それらの「食」の中から，東西食文化
の象微的指標となるものと推定される菊の花について
調査・検討した結果を報告する。
　　　’　　　　　研究方法
　最初に日本全国にわたる組織的な資料を参考にし
て，おおまかに東西食文化の接点を推定し，次にその
地域において各食べ物ごとに詳細な調査研究を加える
という方式をとった。
1　調査項目
　全国にわたる食関連の資料7）s）P）10）：1）12）　1：．カロえて，著
者らの研究結果S｝を参考にして，「食」に関する9項目助
を東西の食文化を分けるポイソトとなる指標として選
んだ。菊の花はその1項目である。
2　調査方法
　調査は，著者らによる現地での聞き取りに加えて，
各地域の生活改善普及員，学校教諭・同栄養職員，栄
養士会会員，老人会会員，地域在住研究者及び本学食
物科卒業生などに依頼して聞き取りを行った。また，
特に山形県内に関しては，荘内銀行本支店行員にも調
噛　新潟県の郷土食に関する研究（第26報）
”　新潟県民俗学会
査を依頼した。調査は主に1987－－1990年にわたって行
われた。
　調査対象者としては日本の食生活全集帥（以下聞き
書）の場合と同じく，昭和10年頃において台所の責任
の一部でも分担した年齢の方にお願いすることを原則
とした。
　菊の花の食用についての調査表は図1のごとくであ
る。その内容は昭和工0年頃の「食」に関するものであ
るが，記憶の呼び戻しをより正確にするため，回答欄
に可能性ある事柄をできるだけ多く提示して，その中
から選択するようにした。また，過去と現在との混同
を避けながら，過去をを際だたせるため，現在につい
ての質問も加えた。1989年の調査からは，調査用紙と
は別に，回答例を記入した用紙も添付した。
　なお，内容について不明，不確実な点があった場合
には，再度の聞き取りまたは文献による確認を行った。
3　調査地域　　　　　　　　　　・
　調査地域としては，東西食文化の接点である可能性
が高いと推定される新潟県南西部から富山県及び西型
食文化の飛び地であり，また東北地方と北陸地方との
遷移地帯であると推定される庄内地方を含む山形県を
重点的に選び，更にその周辺地域についてもできるだ
けだけ広範囲の地区について対象とした。
4　文献的調査
　その背景として，かなり広範囲に亘る地域について
の解析を必要とするテー？であるので，全国的な資
料7關1叫1n121などの中に記載されている食関連事項を
本研究の目的に従いながら，整理・検討し，特に，ラ
イソ引きの重要な参考資料とした。
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　　　　　　　　　結果及び考察
　恐られた調査の総数540であって，食生活文化報告
集4，に用いられたデ…　11に主に山形県についてのデー
タが付け加えられているo’その内訳は山形県192，福島
県6睡新潟県265，群馬県11，長野県13，窟山県44，石
川県5，岐阜県2その他2である。
　また文献的資料として取り上げられた地域数は合計
3ユ6である。
1　菊の花の食用（全国）
　聞き書帥及びその他の文献上で確認できた菊の花を
食用とする食翌慣とそのときに食用とする花色の分布
デ・・－ltを図2に示した。長野県では北信濃地区でのみ
認められたla｝。この結果から，菊の花の食用は新潟県と
長野県を西端とU，関東を含まない東日本に分布して
いることが認められる。菊の花の食習慣の接点は新潟
県と岱山県の間に存在することが，ほぼ予想される。
　これらの地域における菊の花の料理は表1のごとく
にまとめられる。菊の花を材料にして，あえもの，ひ
たし，酢のものがよく作られている。その他は菊すし，
菊酒，菊ご飯である。干し菊の犬部分は「菊のり」で
ある。
　貯蔵法としては，菊のりが有名であるが，表2に示
したごとく，塩漬けなどの漬物もかなり多い。乾燥の
殆どは菊のりであるが，花弁を直接紗りつけて乾燥す
る（新潟県山古志15））方法も含まれている6
2　食胴菊の花色と品種（全国）
　文献上に認められた菊の花の色は図2のこどくであ
る。多くの揚合，花色まで記述されていないが，それ
が明らかな揚合には，’黄色と紫紅色のみであって，白
色は認められなかった。東北地方の大部分は黄色であ
るが，山形県と新潟県では紫紅色と黄色の両者が存在
している。
　品種についても記載は少なかったが，少ない記述の
中で黄菊の「阿房宮」と紫紅色の「かきのもと」，「もっ
てのほか」等の「延命菊」の系統が殆どを占めている。
　農業技術大系（野菜編，特産野菜地方品種）t7）には地
方に特産として伝承されている野菜の品種が紹介され
ている。食用菊については，表3のごとくにまとめら
れるが，東北地方と新潟県に限られている。こうした
特産地方品種は，需要があるからこそ伝承されている
ものと考えられるので，東北地方や新潟県に地方品種
が多いことは，この地方に食用菊の需要が多いことを
褒付けている。なお，山形県の「もってのほか」と新
潟県の「かきのもと」，「おもいのほか」は同一品種で
あるので，以下「延命楽」系としてまとめて考察する。
3　北陸東部から東北南部における菊の花の食用
　新潟県を中心とした地域において，過去における菊
の花を食用とする食習慣の有無を図3に示した。図2
から，新潟県と富山県の問にライソの存在が予想され
たが，新潟県の佐渡島・刈羽郡・東頸城郡と三島郡・
魚沼地方との問に食習慣の有無を分けるかなり明確な
ライソが認められる。
　前報3）で示したごとく1新潟県は食文化的にみると，
佐渡と西頸城地方は西型食文化圏に属し，中頸城地方
は遷移地帯であることが多かったが，菊の花の食用に
ついても同じ傾向を示すライソを引くことができる。
　ごのライソの位置は雑煮餅，1年取魚一（簿・鮭など），
自家用味噌醸造関連，端午の節句の餅・団子。椋，枝
豆，以上5項目の場合よりも東，「じんだ」よりも西で
あって，納豆とほぼ同じ場所であるe菊の花の食用と
いう点からすると，新潟県の中・下越地方は東の食文
化圏に属し，刈羽以西の上越地方と佐渡島は西の食文
化圏に属することになる。この場合，東頸城郡は東西
にほぼ二分されていることが認められる。東頸城郡東
部は十日町市や魚沼地方との交流が深く，西部は上越
市や頸城地方との結び付きが深いことからも，’このよ
うに二分されることは予想できることである。
4二北陸東部から東北南部において食用とする菊の色
と品種
　かって食用とした菊の花の色を図4に示した。全体
として紫紅色と黄色が多いが，白色が新潟県では中越
と上越地方でかなり認められた。紫紅色は新潟県の中
越，下越と山形県に分布している。
　現在食用としている菊の品種は図5のごとくであ
る。菊の品種までは知らない入が多く，データは少な
かった。「かきのもと」』 ﾈどの「延命楽」系が圧倒的に
多くなっている。黄菊という品種名（？）はあっても，
東北地方に多い「阿房宮」の品種名は認められなかっ
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図2　菊の花の食用と花の色｛全国）
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表11菊の花の料理 表3：食用菊の地方品種
料理名 件数
?
地　域 品種名 花弁の色
汁の突
ひたし
酢のもの
あえもの
辮勿
干し菊
その他
不明
????? ?9，7
17．5
15．5
22．3
15，5
8．7
8．7
1．9
青森県三戸、八戸
秋田県湯沢
山形県下一円
山形県東金井
新潟県下越
新潟県
新潟県下・越
阿房宮
湯沢菊
もってのほか
（延命楽）
蔵王菊
からまつ
かき』のもと
（おもいのほか）
金唐松
黄色
黄色
紫紅色
????? ?
黄色
表2：菊の花の貯蔵法
貯蔵法 件数
?
塩潰け
酢澱け
1朱唱減け
jlzに潰物
乾燥
?ー??????????????????
●：食べた
o：食べなかった
　　　　媛
1三ハL県
　　　　富山県
f
岐．昂．県
?
?
?㌦?
●『
図3　菊の花の食用（その1）
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図4　食用にした菊の花の色（その1）
た。「延命楽」系の品種名は地域によって使いわけられ
ていることが認められるので，5の項で更に検討を加
える。
5　新潟県北部から山形県における菊の花の食用
　図2，表3に示したごとく，東北地方での食用菊は
黄菊の「阿房宮」が優勢であるので，花色の大部分は
黄色である。しかし，・山形県及び新潟県では黄色と紫
紅色の両者ともに存在している。
　この事から，山形県及びその周辺には，菊の花食用
文化圏を二次的に分けるライソの存在が予想されるの
で，更に詳しく調査・検討した。
　この地域における菊の食用についての調査結果は図
6のごとくである。なお，参考まで図7に該当地域の
市町村図を示した。
　調査総数194件の内，過去において食用としなかった
のは5件（2．6％）にすぎなかった。また現在では，調
査した全家庭で菊を食用としている。これらのことか
ら，山形県及び新潟県山北町は菊の食用が旺盛な地域
ということが出来る。
　過去に食用とした菊の花の色を図8に，現在食用と
している食用菊の品種を図9に示した。
　過去の菊の花の色は殆どが黄色と紫紅色であるが，
白色も認められる。現在の食用菊の品種は「もっての
ほか」，「かきのもと」，「ふくろぎく」と圧倒的に「延
命楽」系に属するものである。その他は極めて少なく，
東北地方に全般的に多い「阿房宮」が殆ど認められな
い。
　食用菊品種と花の色との関係は明らかであるので，
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図5　現在食用としている菊の品種（その1）
図9のデ・一一　Ptはそのまま花の色を示すものである。こ
の点を利用して，食用の菊が昭和10年頃と現在とでど
のように異なるかについて，花の色で比較して表4に
示した。表4には，各地域ごとの花の色の割合を併せ
示した。
　明らかに，本地域では嗜好が黄菊から紫紅色の菊に
変化している。その理由は明らかでないが，「延命楽」
系の歯切れの良い食感，くせのない風味，鮮やかな色
調が好まれるよう，になったものと考えられる。黄菊の
代表「阿房宮」は特産地青i森県以外での栽培では苦味
が多くなるll）ことも理由の一つと推定される。
　群馬県東部では黄菊から紫紅色の「かきのもと」に
変わっていることも注目される。
　「延命楽」系食用菊の品樋名は地域によって異なっ
ていることが，前記の図5から推定された。図5，図
9のデータを合わせて整理すると表5のごとくにな
る。表5には，各地域内での品種名の割合も示した。
　山形県と新潟県に認められる「ふくろぎくjは花弁
が管状であることによる古い名称と考えられる。山形
県では全県的に「もってのほか」が圧倒的であるが，
新潟県では更に「おもいのほか」と「かきにもと」が
加わっている。
　薪潟県内では，「かきのもと」が下越を主として上越，
中越地方に，「おもいのほか」が中越地方にのみに，山
形県に多いrもってのほか」が山形県に隣接する山北
町と中越地方に分布している。
　概括的にいえば，山形県では「もってのほか」，新潟
県では「かきのもと」である。近年，新潟県内での名
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図6　菊の花の食用（その2）
称は「かきのもと」にまとまる方向にある。
6　菊の花の食用による食文化のライン
　図2，3に示したデータから，日本の食文化を東西
に分けるライソの一つとして図10にA－－A’で示した
「菊の花の食用」に関するライソが得られた。破線で
示した関東北部から太平洋側は推定である。このAラ
イソは新潟県の刈羽郡から東頸城郡を縦断して北信濃
をかすめ，北関東に至るものである。
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図7　新潟県東北部と山形県の市町村図
　本ライソから北東側では菊の花を食用とし，南西側
ではその食習慣が殆ど認められないものであるeこの
ライソより西の新潟県は遷移地帯であって，その上越
（頸城）地方では菊の花食用の習償が若干の認めらる。
　ラインDは菊の花を食用としない北海道と本州を分
けるものである。菊の花の食用はこのA，D両ライソ
の間に認められる。
　ラインCはサブラインと〒つとして秋田と山形両県
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図8　食用にした菊の花の色（その2）
の県境に存在して，菊を食用とする地域を更に南北に
分けるものである。このライソより南側では紫紅色の
「延命楽」系が多く認められるようになり，北側及び
東側では「阿房宮」などの黄菊が中心となっている。
ライソCの廷長は不確かであるが，恐らく県境に沿う
ものと推i定される。
　ライソBはサブライソの一つとして新潟県北部，岩
船郡山北町と同朝日村との町村界に存在して，紫紅色
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図9　現在食用としている菊の品種（その2）
の食用菊「延命楽」系を食用とする地域を更に南北に
分けるものである。このライソより南側に向かって「か
きのもと」の名称が始まる。ライソBの延長は福島県
が関係するものと考えられるが，不確かである。今後，
福島県，特に会津地方の調査検討が必要である。
　　　　　　　　ま　と　め
東西の食文化を分ける指標として，菊の食用とその
一38一
東西食文化の日本海側の接点に闘する研究（n「）菊の花の食用
，
??
?
　　
O
????
■
■
‘
o
図10
　　　・b
　》°
9。
9
「菊の花の食用」による食文化のライン
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表4　食用にされる菊の花色の変遷（％）
花色 庄内 殻上 村山 置賜 山形計 新潟山北
　　　黄色
過表　紫細色
　　　不明その他
38（33．3）
7⑪（61．4）
6（5．3）
2ユ（65，6）
U（34　，　tt）
o（の
32（54．2）
26（44．1）
1（1，7）
12（46．2）
ユ4（53．8）
e（o）
103（44．6）　　　　　11（36．7）
121（52．4）　　　　　17（56．7）
7（3．θ）　　　　　　　2（6．7）
　　　黄色
現窃　紫紅色
　　　不明その他
2（2，3）
79（91．9）
5（5．8）
5（17．9）
23（82．1）
o（o）
2（4．3）
39（84．4＞
5（1⑪．9＞
2（6、5）
25（80．6）
4（12．9）
11（5．8）　　　　　　　3（17．6）
166（86．9）　　　　　14（82．4）
14（7．3）　　　　　　　　O（O）
袈5　縫命楽」系食用菊の品種名分布（現在）
地城 もうてのほか おもいのほか かきのもと 延命楽 ふくろ菊
ll1形庄内
最上
柚」．1
硫賜
75（94．9％）
21（91．3）
38（ユeo）
21（84孕O）
e（e％）
e（⑪）
e（⑪）
⑪（o）
o（G％）
o（o）
o（e）
0（0）
2（2．5％）
O（0）
o（o）
o（の
2（2．5％）
2（8，7）
o（o）
4（16．O）
註1形計 155（93．9） ⑪（o） 0（⑪） 2（1．2） 8（4．8）
新揚山北
下越’
中越
上越
3（33、3）
e（⑪）
三3（31．7）
王（工6．7）
e（o）
o（o）
22（53．7）
0（0）
4（44．4）
19（100）
6（14．6）
5（83．3）
0（⑪）
0（0）
0（O）
⑪（o）
2（22．2）
o（o）
O（0）
θ（o）
新潟計 17（22，7） 22（29．3） 34（45．3） o（⑪） 2（2．7）
＊岩船郡山北1町を除く
菊1こついて，北陸東部から東北薄部にかけて調査し，
換講を撫えた。
　その結果，「菊の花の食用」が日本の食文化を東西に
分｛diる一一一つの捲標になることを認めた。食用とするか，
しないかの資本海側の接点は薪潟県内に存在してい
る。食駕とする束｛財としない西｛購を分けるラインは佐
護と越綾の間をva　9，越後では刈羽郡から南下して束
頚戴を縦漸している。そのライソの太平洋｛賊への行方
は明確でないが，北鍵東を遜るものと推定される。更
に，食溝とする菊の種類や呼称から幾つかのサプライ
ソの喜在が認めら海た。
　このライソが遜過する地域の付近は，食文化を東西
葦巧｝ける数多くのライソが遜過する地域であり，「菊の
花の食需匪からも嚢潟県南西部と盤渡以西がヨ本海｛購
轟おげる悪型の食文免圏に属していることがii忍められ
たe
結 び
　テーマが大きいため，把握しきれない点が眼りなく
撫てきて誠に厳しいものがあるが，多くの方々のご協
力を得て，更に研究を進めて行きたい。
　本報告をまとめるにあたり，聞き取り調査にご回答
を頂きました多数の方々及び調査にご協力頂きました
新潟県西頸誠農業改良普及所，糸魚川市教育委員会，
山形県鶴潤農業改良普及灰，小国町，荘内銀行及び本
支店行員各位，di翔いみ子さん，斉藤娩氏，細井顕輝
氏，佐々木博明氏，板垣七造氏，板垣竣一氏，佐藤政
さん，菅原照子さん，小南一さん，本学食物科卒業生，
在学生の皆さんに厚くお礼を申しあげます。
　なお，本研究をご支援して頂いた財団法人日本食生
活文化財団に深謝致します。
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